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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成27年7月30日(2015.7.30)

【公表番号】特表2013-544378(P2013-544378A)
【公表日】平成25年12月12日(2013.12.12)
【年通号数】公開・登録公報2013-067
【出願番号】特願2013-539961(P2013-539961)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｆ   7/32     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/039    (2006.01)
   Ｇ０３Ｆ   7/004    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｆ    7/32     　　　　
   Ｇ０３Ｆ    7/00     ５０３　
   Ｇ０３Ｆ    7/039    　　　　
   Ｇ０３Ｆ    7/004    ５０１　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年6月8日(2015.6.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１５７】
　（実施例５～８）
　上記３％ＫＯＨ溶液にカルシウムイオンを加えず、上記キレート剤ＢａｙｈｉｂｉｔＲ

 ＡＭ配合量を変化させたことを除いて、実施例３および４を繰り返した。錯体生成定数
を、Ｔｒｅｎｄ　ｉｎ　Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，Ｖｏｌ．２２（１
０），２００３から得た。その結果を、以下にまとめた。

【表５】

【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１６０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１６０】
　（比較例５～１６）
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　現像剤におけるＢａｙｈｉｂｉｔＲ ＡＭを本発明の範囲外の種々のキレート剤に変え
たことを除いて、実施例５～８を繰り返した。上記カルシウムおよびアルミニウムに対す
る錯体生成定数を、Ｔｒｅｎｄ　ｉｎ　Ａｎａｌｙｔｉｃａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ，Ｖ
ｏｌ．２２（１０），２００３から得た。その結果を、以下にまとめた。
【表６】

【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）基材および画像形成可能な層を有し、赤外線吸収化合物を含有するポジ型平版印
刷版前駆体を赤外線に画像的に露光して、該画像形成可能な層内に露光領域および非露光
領域を提供する工程、および
　（Ｂ）該露光した平版印刷版前駆体を、現像剤組成物で現像して、該画像形成可能な層
内の露光領域を除去する工程
を含み、
　現像剤組成物が、ｐＨ少なくとも１２を有し、かつ
　バリウムカチオン、カルシウムカチオン、ストロンチウムカチオンおよび亜鉛カチオン
から成る群から選択される金属カチオンＭ２＋、および
　カルシウムイオンに対する錯形成定数（ｌｏｇＫ）３．５～４．５およびアルミニウム
イオンに対する錯形成定数（ｌｏｇＫ）７以下を有するキレート剤を含む、ケイ酸塩を含
有しない水性アルカリ現像剤組成物であり、
　基材が、陽極酸化膜を含む硫酸またはリン酸を用いて陽極酸化したアルミニウム含有支
持体である、
平版印刷版を提供する方法。
【請求項２】
　前記画像形成可能な層が、以下の構造（Ｉａ）および（Ｉｂ）：



(3) JP 2013-544378 A5 2015.7.30

【化１】

（式中、
　構造（Ｉａ）および（Ｉｂ）の繰り返し単位の両方が存在する場合、ポリマーバインダ
中の合計繰り返し単位をベースとして、構造（Ｉａ）の繰り返し単位が１０～３５モル％
、構造（Ｉｂ）の繰り返し単位が２５～６０モル％存在し、
　Ｒは、置換または非置換ヒドロキシアリール基であり、
　Ｒ２は、ヒドロキシル基がエステル結合に対してオルト位である置換または非置換ヒド
ロキシアリール基である。）
のいずれかまたは両方によって表される繰り返し単位をランダムに含有するポリマーバイ
ンダを含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記ポジ型平版印刷版前駆体が、ヒドロキシマンデル酸；アリール基に直接結合する少
なくとも１つのアミノ基および少なくとも１つのカルボン酸基を有する有機化合物；また
はヒドロキシマンデル酸および該有機化合物の少なくとも１つの両方；を含有する画像形
成可能な層を有する請求項１または２記載の方法。
【請求項４】
　前記アルミニウム含有支持体が、ＮａＨ２ＰＯ４およびフッ化ナトリウムの溶液で処理
された、請求項１～３のいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　前記現像剤組成物中の金属カチオンＭ２＋がカルシウム、ストロンチウムまたは亜鉛カ
チオンである、請求項１～４のいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
　前記現像剤組成物が、さらにクエン酸塩、酢酸塩、酒石酸塩、硝酸塩、およびシュウ酸
塩の内の少なくとも一つであるアルカリ金属塩を更に含む、請求項１～５のいずれか１項
記載の方法。
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